



































の配慮から『一九八四』 、 『審判』 、 『ダーティ・ハリー』といった先行作品も参照するなど、作品の哲学的考察も歯ごたえがある） 。この構成には入門者の興味を惹きつける効果だけでなく、哲学的思索の幅広さと実践性をすべての読み手に気づかせ という、大きな意味があるだろう。　
本書のこの間口の広さは、古典および現代の哲学・倫理
学に関する、堅実 幅広い知識に支えられた、しかもわかりやすい解説に接続される。哲学史 ついては、アイデンティティ論から個と共同体の問題を経てヘーゲルの弁証法へ、ファッション論から身体論を経てデカルト 二元論へ、等 各学説の現実との関わり 重視しつつ 歴史的背景の紹介も怠らない丁寧な紹介がな 現代的問題に関しても、戦場カメラマンの自殺 アイヒマン裁判、脳死問題等、向き合うこと自体勇気 要 主題に、身近な導入と骨太な哲学史的足場の助けで読者の思考を誘い 各章末の課題「自分なりに考える」へ巧み 導いている。　
また本書は、ヘーゲル研究者である著者の専門と関連し
て、ドイツ系の応用倫理を基盤としており、シンガーへの批判運動の詳細な紹介 どに それが現れて る。応用倫理の分野では英語圏の功利主義からの入門書が多いという現状におい これもまた大きな意義をもつと言えよう。
